
証券コード：7217
株式会社テイン

2023年６月29日（木曜日）
午前10時

日　時

神奈川県横浜市中区寿町１丁目４番地 
神奈川県立かながわ労働プラザ　４階
第５・６会議室
末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。

場　所

決議事項

第１号議案　剰余金の処分の件
第２号議案　取締役６名選任の件
第３号議案　監査役３名選任の件

第40回

定 時 株 主 総 会
招集ご通知
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株主のみなさまへ

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、第40回定時株主総会を来たる６月29日に開催いたしますので、ここに招集のご通知を 

お届けいたします。

　今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

� 2023年６月14日

代表取締役社長

企業理念・経営方針

企業理念

たゆまぬ研鑚と先端を目指
した技術力でドライビング
プレジャーを創造し、多様
化するお客様のニーズに応
え、より豊かな社会に貢献
する。

長期経営ビジョン

当社グループは、カーアフ
ターマーケット向けサスペン
ションの専門メーカーとして、
「世界戦略に相応した品質、性
能、価格の製品を作り上げ、
アフターマーケット、プレミ
アム・リプレースメント市場
におけるサスペンション事業
の売上高100億円を目指す。」
ことを、長期経営ビジョンと
して掲げております。

基本経営方針

1.�ROA重視の経営
2.�「セイフティ、ハイクオリ
ティ、リーズナブルプラ
イス」の商品を製造し、
新たな市場を創造する

3.�ユーザーの欲するものを、
ユーザーの欲するときに、
必要なだけ提供する

4.�客観的データに基づいて
判断する

連結業績ハイライト（2023年３月期）

売上高（連結）

単位：百万円
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(証券コード7217)

2023年６月14日

（電子提供措置の開始日　2023年６月７日）

株�主�各�位
神奈川県横浜市戸塚区上矢部町3515番４

株 式 会 社 テ イ ン
代表取締役社長　市　野　　　諮

第40回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、当社第40回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。

　本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイトに「第40回定時株主

総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。

　　当社ウェブサイト　（https://www.tein.co.jp/ir.html）

　また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。

　　東証ウェブサイト　（https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show）

　上記の東京証券取引所ウェブサイトにアクセスして、当社名または証券コードを入力・検索し、「基本情報」「縦覧書

類/PR情報」の順に選択の上、ご覧ください。

　なお、当日ご出席されない場合は、書面により議決権を行使することができますので、お手数ながら株主総会参考書

類をご検討いただき、同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示の上で、2023年６月28日（水曜日）営業時

間終了の時（午後６時）までに到着するようにご返送くださいますようお願い申し上げます。

敬　具

記

1. 日　　時 2023年６月29日（木曜日）午前10時

2. 場　　所 神奈川県横浜市中区寿町１丁目４番地
神奈川県立かながわ労働プラザ　４階　第５・６会議室

3. 会議の目的事項
　報告事項

1. 第40期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）事業報告および連結計算書類の内容ならびに会計監査
人および監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

2. 第40期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）計算書類の内容報告の件

　　　決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役６名選任の件
第３号議案 監査役３名選任の件

4. その他招集にあたっての決定事項
　議決権行使書において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたものとして取り扱わせていた
だきます。

以　上
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〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎　電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきます。
◎　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げます。
◎　感染症法における感染症の分類は変更されましたが、当社といたしましては本定時株主総会に出席される株主様には、感染リスク

回避の観点からマスクの着用をご推奨申し上げます。
◎　当日は省エネルギーへの取り組みの一環として、当社役員および係員がノーネクタイの軽装（クールビズスタイル）にて実施させ

ていただく予定としております。また、新型コロナウイルス感染症の予防および拡大防止のため、マスク着用で対応させていただ
く場合がありますので、ご理解賜わりますようお願い申し上げます。
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株主総会参考書類

議案および参考事項

　第１号議案　剰余金の処分の件

　　　　　当社は、収益力の向上を図り、株主の皆様へ利益還元をすることが経営の最重要課題の一つであると考えて

おります。利益配当については年１回期末に配分することとし、各期の連結業績、配当性向および内部留保等

を総合的に勘案した上で、継続的かつ安定的な配当をおこなうこととする基本方針に基づき、当期の期末配当

につきましては１株につき32円とさせていただきたいと存じます。

　　　　　また、積極的な事業展開に備えた経営基盤の強化、安定化を図るための内部留保資金として、繰越利益剰余

金を取り崩し、別途積立金に振り替えたいと存じます。

　　　　　剰余金の処分に関する事項は次のとおりであります。

　　　　　1.　期末配当に関する事項

　　　　　　(1)�配当財産の種類

　　　　　　　� 金銭といたします。

　　　　　　(2)�配当財産の割当てに関する事項およびその総額

　　　　　　　� 当社普通株式１株あたり普通配当５円に、当期の業績結果を踏まえ、特別配当の27円を加えて、合計

32円とさせていただきたいと存じます。

　　　　　　　� これにより期末配当金の総額は、166,191,808円となります。

　　　　　　(3)�剰余金の配当が効力を生ずる日

　　　　　　　　2023年６月30日といたしたいと存じます。

　　　　　2.　剰余金の処分に関する事項

　　　　　　(1)�増加する剰余金の項目およびその額

　　　　　　　� 別途積立金　　　　　600,000,000円

　　　　　　(2)�減少する剰余金の項目およびその額

　　　　　　　� 繰越利益剰余金　　　600,000,000円

　第２号議案　取締役６名選任の件

　　　　　本定時株主総会終結の時をもって、取締役全員（６名）は任期満了となりますので、新たに取締役６名の選

任をお願いいたしたいと存じます。

　　　　　取締役候補者は次のとおりであります。
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候補者
番 号

氏
ふ り が な

名
(生 年 月 日)

略歴、当社における地位および担当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る 
当社の株式数

1
市
いち

　野
の

　　　諮
はかる

(1956年９月12日生)

1985年２月 当社入社
当社代表取締役社長（現任）

〔担当〕
経理

788,000株

2 藤
ふじ

　本
もと

　吉
よし

　郎
お

(1960年１月29日生)

1985年８月
1994年２月
2001年８月
2010年10月
2013年11月
2015年６月
2021年６月

当社入社
当社専務取締役
TEIN�U.S.A.,�INC.取締役社長（現任）
TEIN�UK�LIMITED取締役社長（現任）
天御減振器制造（江蘇）有限公司董事長（現任）
当社代表取締役専務
当社専務取締役（現任）

〔担当〕
営業、国内各営業所

520,700株

3 古
ふる

　林
ばやし

　　　泰
やすし

(1961年６月15日生)

2005年１月
2015年６月
2019年６月

当社入社
天御遠東国際貿易（北京）有限公司董事長（現任）
当社専務取締役（現任）

〔担当〕
海外特任、生産管理、IR

9,000株

4 那
な

　須
す

　賢
けん

　司
じ

(1963年４月18日生)

1991年４月
1998年６月

当社入社
当社取締役（現任）

〔担当〕
管理、人事

20,110株

5 武
たけ

　井
い

　共
とも

　夫
お

(1954年３月４日生)

1981年４月
2001年６月

弁護士登録
当社入社
当社取締役（現任） 6,600株

市民総合法律事務所　所長

6 後
ご

　藤
とう

　浩
ひろ

　昭
あき

(1973年３月１日生)

1997年４月
2016年６月

当社入社
当社取締役（現任）

〔担当〕
海外特任

21,400株

(注)�1.　�各候補者と当社との間には、いずれも特別の利害関係はありません。

2.　候補者武井共夫氏は、社外取締役候補者であります。

3.　武井共夫氏を社外取締役候補者とした理由につきましては、同氏は、過去に直接会社の経営に関与した経験はありません

が、弁護士としての高い専門性を有しており、当社の経営全般にわたって法的な見地からの的確かつ客観的な指摘やアド

バイスなど、経営を適切に監督いただいております。同氏が社外取締役に選任された場合の役割として、引き続きそれら

が期待されることから選任をお願いするものであります。なお、同氏の社外取締役の在任期間は、本定時株主総会終結の

時をもって22年であります。

4.　�当社は、武井共夫氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を

締結しております。当社は武井共夫氏の再任が承認された場合は、同氏との間で当該契約を継続する予定であります。

　　なお、その契約内容の概要は次のとおりであります。

・社外取締役が、その任務を怠ったことにより損害賠償責任を負う場合は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額

を限度として、その責任を負う。
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・上記の責任限定が認められるのは、当該社外取締役が責任の原因となった職務の遂行について善意でかつ重大な過失が

ないときに限るものとする。

5.　当社は、武井共夫氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ております。同氏の再任が承認された場合は、

当社は引き続き同氏を独立役員とする予定であります。なお、当社の定める独立取締役の要件の内容については、インター

ネット上の当社ウェブサイト（https://www.tein.co.jp/investors/irgovernance.html）に掲載しております。

　第３号議案　監査役３名選任の件

　　　　　本定時株主総会終結の時をもって、黒木一郎氏、佐藤臣夫氏および土屋雄二氏は任期満了となりますので、

新たに監査役３名の選任をお願いいたしたいと存じます。

　　　　　監査役候補者は次のとおりであります。

　　　　　なお、本議案の提出にあたっては、監査役会の同意を得ております。

候補者
番 号

氏
ふ り が な

名
(生 年 月 日)

略歴、当社における地位
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る 
当社の株式数

1
黒
くろ

　木
き

　一
いち

　郎
ろう

(1951年12月13日生)

2011年３月
2012年３月
2012年４月
2017年４月
2018年３月
2019年６月

神奈川県警察本部　警視長
神奈川県警察本部　退職
けいゆう病院　事務局長
けいゆう病院　顧問
けいゆう病院　退職
当社入社
当社監査役（現任）

－株

2 佐
さ

　藤
とう

　臣
とみ

　夫
お

(1954年７月17日生)

2012年７月
2014年７月
2015年７月
2019年６月

東京国税局　調査一部・移転価格調査担当統括官
東京国税局　調査三部・金融機関担当統括官
東京国税局　退職
当社入社
当社監査役（現任）

－株

佐藤臣夫税理士事務所　所長

3 土
つち

　屋
や

　雄
ゆう

　二
じ

(1951年10月１日生)

2011年４月
2013年４月
2016年11月
2017年10月
2021年２月
2021年６月

東芝アイエス・コンサルティング株式会社　ソリューション事業部部長
同社　業務部部長
ティアンドエス株式会社　入社
同社　常勤監査役
同社　常勤監査役退任
当社入社
当社監査役（現任）

300株

(注)�1.　�各候補者と当社との間には、いずれも特別の利害関係はありません。

2.　候補者黒木一郎氏、佐藤臣夫氏および土屋雄二氏は、社外監査役候補者であります。

3.(1)��黒木一郎氏を社外監査役候補者とした理由につきましては、同氏は神奈川県警察本部警視長等を歴任しており、当社に

おける経営監視機能の面で客観的な視点から適切な指導および監査をおこなえる人材であると判断し、候補者としてお

ります。なお、同氏の社外監査役の在任期間は、本定時株主総会終結の時をもって、４年であります。

(2)���佐藤臣夫氏を社外監査役候補者とした理由につきましては、同氏は東京国税局において国際調査等の豊富な経験を有し

ており、今後ますますグローバル化する当社の経営監視全般にわたって適切な指導・助言をいただける人材であると判

断し、候補者としております。なお、同氏の社外監査役の在任期間は、本定時株主総会終結の時をもって、４年であり

ます。

(3)���土屋雄二氏を社外監査役候補者とした理由につきましては、他の上場企業における常勤監査役としての経験に加え、大

手電機メーカーにおける生産管理や経営管理システム等の開発や導入指導等の経験から、当社の業務執行に対する適切

な監査をおこなえる人材であると判断し、候補者としております。なお、同氏の社外監査役の在任期間は、本定時株主

総会終結の時をもって、２年であります。

090_0427801102306.indd   6090_0427801102306.indd   6 2023/05/26   6:14:382023/05/26   6:14:38

― 6 ―

010_0427801102306.indd   6010_0427801102306.indd   6 2023/05/26   6:16:562023/05/26   6:16:56



4.　�当社は、黒木一郎氏、佐藤臣夫氏および土屋雄二氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の

損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当社は黒木一郎氏、佐藤臣夫氏および土屋雄二氏の再任が承認された

場合は、各氏との間で当該契約を継続する予定であります。

　　なお、その契約内容の概要は次のとおりであります。

・社外監査役が、その任務を怠ったことにより損害賠償責任を負う場合は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額

を限度として、その責任を負う。

・上記の責任限定が認められるのは、当該社外監査役が責任の原因となった職務の遂行について善意でかつ重大な過失が

ないときに限るものとする。

5.　�当社は、黒木一郎氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ております。同氏の再任が承認された場合は、

当社は引き続き同氏を独立役員とする予定であります。なお、当社の定める独立監査役の要件の内容については、インター

ネット上の当社ウェブサイト（https://www.tein.co.jp/investors/irgovernance.html）に掲載しております。

以　上
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事　業　報　告

(2022年４月１日から
2023年３月31日まで)

1.　企業集団の現況に関する事項

　(1) 事業の経過およびその成果

当期におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に対する感染防止対策と行動制限の緩和による経済社会

活動との両立が進んだことなどから消費や投資が拡大し、景気は概ね回復基調で推移いたしました。一方で、欧州

地域における多くの混乱の長期化や、原油を始めとするエネルギー価格や原材料価格の高騰などがわが国経済にも

波及し、多岐にわたり物価高騰が見られるなど物価上昇圧力に歯止めが掛からない状態が続いております。また第

３四半期後半には、それまでの水準から変化が見られたものの円安傾向の影響は通期に渡り、さらには世界的な金

融引き締め等を背景とした海外景気の下振れ懸念、加えて半導体不足の多方面への影響など、先行きの不透明な状

況が続いております。

このような情勢のもと、当社グループにおきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止のための渡航制限の緩

和もあり、出張による海外営業の再開と合わせて、Web会議ツールなども併用することで、より効果的で効率的な営

業活動に努めました。またアジア地域が引き続き好調に推移したことから、これらの地域に向けた商材や開発速度

の強化に力を注いでまいりました。他方、一部製品の販売価格の見直しを８月と１月に順次おこなうなど、利益率

の確保にも努めてまいりました。しかしながら、中国ではゼロコロナ政策の緩和に伴う感染者の急速な増加が短期

間ながらも販売や生産活動に水を差すこととなり、さらには欧米では景気低迷による影響を強く受けたことなどか

ら全体では低調に推移いたしました。

研究開発活動につきましては、販売が好調な「EnduraPro」および「EnduraPro�PLUS」のラインアップの拡充と合

わせ、伸縮減衰力別調整とHBSを搭載した新世代車高調整式スポーツショックアブソーバーや芝浦工業大学との産学

連携によりJERK（躍度）制御を追加し、AI機能を搭載するとともにモーター音の静音化も図った最新型のEDFCを開

発し、本年より販売を開始しております。

他方、次世代の車高調整式ショックアブソーバーのリリースに向け、各種の基礎研究なども並行して推し進めて

まいりました。

これらの結果、売上高は5,243百万円（前期比271百万円、5.5％増）、営業利益は607百万円（前期比163百万円、

21.2％減）、経常利益は660百万円（前期比330百万円、33.3％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は561百万円（前

期比189百万円、25.2％減）となりました。

　(2) 設備投資等の状況

　　　当期において実施した設備投資の総額は374百万円であり、その主なものは「機械及び装置」であります。

　(3) 資金調達の状況

　　　当期の資金調達は、全て金融機関からの借入により調達しております。
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　(4) 対処すべき課題
今後の当社グループを取り巻く経営環境につきましては、新型コロナウイルスの感染症法上の分類の５類移行に

伴い、消費者のマインドや経済社会活動がさらに正常化に向かうことが予想されます。しかしながら、欧州地域に

おける多くの混乱の長期化などによる世界情勢の不安定化、エネルギー価格や原材料価格の高騰によるインフレ圧

力の高まり、さらには世界的な金融引き締め等を背景とした海外景気の下振れ懸念など、引き続き予断を許さない

厳しい状況が続くものと考えられます。

当社グループといたしましては、人々の価値観や行動様式の変化がもたらされる新しい時代に向けて、引き続き

新たな成長軌道に乗せるべく、「EnduraPro」「EnduraPro�PLUS」のラインアップの拡充に傾注するとともに、多様化

するユーザーのニーズに適合する各種ショックアブソーバー製品群の充実と新技術への対応の強化、また販路拡大

を目指した顧客開拓に努めてまいります。

合わせて当社グループでしか生み出せない付加価値の創造により新たな需要喚起を図るとともに、内製化の推進

やフレキシブルな生産体制をさらに強化し、品質の向上や為替変動の影響を受けにくい財務体質の構築などを推し

進めてまいります。

株主の皆様の変わらぬご支援にあらためて感謝を申し上げるとともに、今後ともより一層のご支援ご鞭撻を賜り

ますようお願い申し上げます。

　(5) 財産および損益の状況の推移

　　①　企業集団の財産および損益の状況

区　　　分
第37期

2020年３月期
第38期

2021年３月期
第39期

2022年３月期
第40期

2023年３月期

売 上 高（百万円） 4,229 4,719 4,971 5,243

経 常 利 益（百万円） 530 1,120 990 660

親会社株主に帰属
する当期純利益

（百万円） 401 818 751 561

１株当たり当期純利益（円） 77.28 157.57 144.69 108.18

総 資 産（百万円） 6,096 7,214 7,914 7,995

純 資 産（百万円） 3,549 4,449 5,312 5,805

(注)　１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式数に基づき算出しております。

　　②　当社の財産および損益の状況

区　　　分
第37期

2020年３月期
第38期

2021年３月期
第39期

2022年３月期
第40期

2023年３月期

売 上 高（百万円） 3,567 4,021 3,240 2,861

経 常 利 益（百万円） 314 755 617 354

当 期 純 利 益（百万円） 232 537 471 324

１株当たり当期純利益（円） 44.69 103.48 90.87 62.48

総 資 産（百万円） 5,653 6,228 6,102 5,644

純 資 産（百万円） 3,270 3,719 4,040 4,178

(注)　１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式数に基づき算出しております。
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　(6) 重要な子会社の状況

会　社　名 資本金 議決権比率 主要な事業内容

千USドル ％

T E I N � U . S . A . , I N C . 900 100.0 当社の自動車部品および用品の主に米国における販売

千ポンド ％

T E I N � U K � L I M I T E D 300 100.0 当社の自動車部品および用品の主に欧州における販売

千人民元 ％

天御遠東国際貿易（北京）有限公司 5,000 100.0 当社の自動車部品および用品の主に中国における販売

千人民元 ％

天 御 減 振 器 制 造(江 蘇)有 限 公 司 62,008 100.0
当社の製品用資材調達の調査・調整、ならびに自動車用
サスペンションの製造、販売

(注)　当事業年度末日において、特定完全子会社はありません。

　(7) 主要な事業内容（2023年３月31日現在）

　　①　自動車部品および用品の製造、仕入、販売ならびに輸出入

　　②　モータースポーツ用車両および部品の製造、整備、販売、レンタル

　　③　自動車レースおよびラリーの出場受託

　(8) 主要な事業所（2023年３月31日現在）

本 社 工 場 神奈川県横浜市戸塚区上矢部町3515番４

営 業 所 横浜営業所（神奈川県横浜市）、大阪営業所（兵庫県伊丹市）、仙台営業所（宮城県仙台市）

　(9) 使用人の状況（2023年３月31日現在）

　　①　企業集団の使用人の状況

使 用 人 数 前 期 末 比 増 減

393（62）名 56名増（７名減）

(注)� 使用人数は就業人員であり、臨時雇用者数は最近１年間の平均人員を（）内に外数で記載しております。

　　②　当社の使用人の状況

使 用 人 数 前期末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

94（57）名 10名減 44.0歳 14.4年

(注)� 使用人数は当社から子会社への出向者を除いた就業人員であり、臨時雇用者数は最近１年間の平均人員を（）内に外数で記載

しております。
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 (10) 主要な借入先の状況（2023年３月31日現在）

借　入　先 借　入　額

株式会社横浜銀行 588百万円

株式会社みずほ銀行 320百万円

2.　会社の株式に関する事項（2023年３月31日現在）

(1) 発行可能株式総数 26,609,000株

(2) 発行済株式の総数 5,193,494株

（自己株式　206,506株を除く｡)

(3) 株　主　数 1,198名

　(4) 大　株　主（上位10名）

株　主　名 持　株　数 持株比率

株 式 会 社 イ チ ノ ホ ー ル デ ィ ン グ ス 1,832,000株 35.2％

市 野 　 諮 788,000株 15.1％

藤 本 吉 郎 520,700株 10.0％

M S I P � C L I E N T � S E C U R I T I E S 324,900株 6.2％

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 166,400株 3.2％

大 西 康 弘 139,700株 2.6％

市 野 澄 恵 121,500株 2.3％

小 　 島 　 恵 美 子 84,900株 1.6％

市 野 　 景 76,500株 1.4％

三 菱 U F J モ ル ガ ン・ ス タ ン レ ー 証 券 株 式 会 社 69,700株 1.3％

(注)　持株比率は、自己株式（206,506株)を控除して計算しております。

　(5) その他株式に関する重要な事項

　　��特記すべき事項はありません。
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3.　会社役員に関する事項（2023年３月31日現在）

　(1) 取締役および監査役の状況

会社における地位 氏　　　名 担当および重要な兼職の状況

代表取締役社長 市　野　　　諮 経理担当

専務取締役 藤　本　吉　郎

営業、国内各営業所担当

TEIN�U.S.A.,�INC.　取締役社長
TEIN�UK�LIMITED　取締役社長
天御減振器制造（江蘇）有限公司　董事長

専務取締役 古　林　　　泰
海外特任、生産管理、IR担当

天御遠東国際貿易（北京）有限公司　董事長

取締役 那　須　賢　司 管理、人事担当

取締役 武　井　共　夫 市民総合法律事務所　所長

取締役 後　藤　浩　昭 海外特任担当

常勤監査役 土　屋　雄　二

監査役 黒　木　一　郎

監査役 佐　藤　臣　夫 佐藤臣夫税理士事務所　所長

監査役 國　澤　絵　里 LM総合法律事務所　パートナー弁護士

(注)�1.　取締役武井共夫氏は、社外取締役であります。

2.　監査役土屋雄二氏、黒木一郎氏、佐藤臣夫氏、および國澤絵里氏は、社外監査役であります。

3.　監査役佐藤臣夫氏は、税理士の資格を有しており、税務および国際調査等に関する相当程度の知見を有しております。

4.　当社は取締役武井共夫氏および監査役黒木一郎氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届

け出ております。

5.　当社は取締役武井共夫氏および各監査役との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償

責任を限定する契約を締結しております。なお、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、同法第425条第１項に定める

最低責任限度額を限度としております。

6.　2022年６月24日開催の第39回定時株主総会終結の時をもって社外監査役原真志氏は任期満了により退任いたしました。

　(2) 当事業年度に係る取締役および監査役の報酬等

①　取締役および監査役の報酬等の額

取締役６名137,008千円（うち社外１名�4,200千円）

監査役５名�12,630千円（うち社外５名12,630千円）

(注)� 1.　取締役および監査役の報酬は常勤の場合は固定報酬および退職慰労金、非常勤の場合は固定報酬のみで構成しており、業

績連動報酬、非金銭報酬等はおこなっておりません。

2.　上記取締役および監査役の報酬等の額には、当期に計上した役員退職慰労引当金繰入額14,949千円（取締役14,349千円、

監査役600千円）が含まれております。

3.　監査役の個人別の報酬は株主総会の決議の範囲内で監査役の協議によって定めております。

4.　上記監査役の人数および報酬等の額には、2022年６月24日開催の第39回定時株主総会終結の時をもって退任した監査役１

名およびその支給額を含んでおります。

なお、当事業年度末日現在の監査役の員数は４名（うち社外監査役は４名）であります。

090_0427801102306.indd   12090_0427801102306.indd   12 2023/05/26   6:14:392023/05/26   6:14:39

― 12 ―

010_0427801102306.indd   12010_0427801102306.indd   12 2023/05/26   6:16:582023/05/26   6:16:58



②　�取締役および監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項

　当社取締役の金銭報酬の額は、2019年６月27日開催の第36回定時株主総会において月額1,200万円以内（うち、

社外取締役は月額100万円以内）と決議しております。当該定時株主総会終結時点の取締役の員数は６名（うち、

社外取締役は１名）です。

　当社監査役の金銭報酬の額は、1991年２月25日開催の第７回定時株主総会において月額500万円以内と決議して

おります。当該定時株主総会終結時点の監査役の員数は１名です。

③　�会社役員の報酬等の算定方法に係る決定方針に関する事項

　当社の役員報酬の決定に関する方針は、株主の中長期的な利益に連動するとともに、当社の企業価値の向上に

向けた意欲をより高めることを目的として、役位、職責ならびに在任期間などを総合的に勘案し、世間水準およ

び経営内容に見合った水準であることと合わせて、従業員とのバランスにも配慮し、適切、公正であることを旨

としております。

　また、社外取締役および監査役の報酬は、業務執行から独立した立場であるという観点から、一定の金額を設

定することにしております。

　以上の方針を含む役員報酬内規を取締役会で決議し、この内規での定めに従い取締役会の委任を受けて、最終

的に代表取締役社長の市野諮が取締役の個人別の報酬を決定しております。

　取締役の個人別の報酬等の内容の決定にあたっては、上記に基づく検討がおこなわれているため、取締役会も

基本的にこの決定方針に沿うものであると判断しております。

④　�取締役の個人別の報酬等の決定に係る委任に関する事項

　代表取締役社長の市野諮に委任した理由は、当社グループを取り巻く環境、当社グループ全体の経営状況等を

俯瞰しつつ最も熟知しており、総合的に各役員の担当業務を評価し報酬額を決定できると判断したためでありま

す。

　(3) 社外役員に関する事項

イ．他の法人等の重要な兼職の状況および当社と当該他の法人等との関係

取締役武井共夫氏は、市民総合法律事務所の所長を兼務しております。なお、当社との間には特別の利害関係

はありません。

監査役佐藤臣夫氏は、佐藤臣夫税理士事務所の所長を兼務しております。なお、当社との間には特別の利害関

係はありません。

監査役國澤絵里氏は、LM総合法律事務所のパートナー弁護士を兼務しております。なお、当社との間には特別

の利害関係はありません。
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ロ．当期における主な活動状況

氏　　　名 出席状況、発言状況、および社外取締役に期待される役割に関しておこなった職務の概要

取締役　武　井　共　夫

当期に開催された取締役会12回のうち12回に出席いたしました。取締役会においては活発な審議に積極

的に参画するとともに、主に弁護士としての高い専門性と豊富な経験に基づき、意思決定の妥当性およ

び適正性を確保するための重要な発言等を適宜おこない経営を適切に監督いただいており、期待される

役割を適切に果たしております。

監査役　土　屋　雄　二

当期に開催された取締役会12回のうち12回に出席し、監査役会13回のうち13回に出席いたしました。他

の上場企業における常勤監査役としての経験に加え、大手電機メーカーにおける生産管理や経営管理シ

ステム等の開発や導入指導等の経験から取締役会の意思決定の妥当性および適正性を確保するための発

言を適宜おこなっております。また監査役会においては、議長として適正な議事進行をおこなうととも

に、議案審議等に必要な発言を適宜おこなっております。

監査役　黒　木　一　郎

当期に開催された取締役会12回のうち12回に出席し、監査役会13回のうち13回に出席いたしました。主

に神奈川県警察本部警視長等歴任の経験から経営監視全般にわたる客観的な視点で、取締役会の意思決

定における妥当性および適正性を確保するための発言を適宜おこなっております。また監査役会におい

ては、議案審議等に必要な発言を適宜おこなっております。

監査役　佐　藤　臣　夫

当期に開催された取締役会12回のうち12回に出席し、監査役会13回のうち13回に出席いたしました。主

に税理士としての専門的知見と東京国税局における国際調査等の豊富な経験から、取締役会の意思決定

の妥当性および適正性を確保するための発言を適宜おこなっております。また監査役会においては、議

案審議等に必要な発言を適宜おこなっております。

監査役　國　澤　絵　里

社外監査役就任後に開催された取締役会10回のうち10回に出席し、監査役会10回のうち10回に出席いた

しました。主に弁護士としての高い専門性と豊富な経験に基づき、取締役会の意思決定の妥当性および

適正性を確保するための発言を適宜おこなっております。また監査役会においては、議案審議等に必要

な発言を適宜おこなっております。

(注)�1.　�上記の取締役会の開催回数のほか、会社法第370条および当社定款第27条の規定に基づき、取締役会決議があったものとみ

なす書面決議が６回ありました。

2.　社外監査役國澤絵里氏につきましては、2022年６月24日就任後の状況を記載しております。
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4.　会計監査人に関する事項

(1) 会計監査人の名称 アスカ監査法人

　(2) 報酬等の額

報酬等の額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 21,600千円

当会社及び子会社が会計監査人に支払うべき
金銭その他の財産上の利益の合計額

21,600千円

(注)� 1.　当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬の額を区分

しておらず、実質的にも区分できないため、上記金額は合計額で記載しております。

2.　監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、監査計画の職務遂行の具体性および報酬見積りの算出根拠等が適切であるか

どうかについて検証をおこなった上で、会計監査人の報酬の額等について同意の判断をいたしました。

3.　当社の重要な子会社のうち天御遠東国際貿易（北京）有限公司、および天御減振器制造（江蘇）有限公司については、当

社の会計監査人以外の公認会計士または監査法人（外国におけるこれらの資格に相当する資格を有する者を含む）の監査

を受けております。

　(3) 非監査業務の内容

　　　該当事項はありません。

　(4) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、監査役全員の

同意に基づき、会計監査人を解任いたします。

また、監査役会は、会計監査人の適格性、専門性、独立性その他について総合的に評価し、　会計監査人の職務の

執行に支障があると判断されるなど、会計監査人の変更が必要であると認められる場合には、株主総会に提出する

会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたします。

　(5) 責任限定契約の内容の概要

　　　該当事項はありません。
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5.　業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況

　(1) 業務の適正を確保するための体制

　　①　取締役および使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

　　　・�取締役は、会社法に定める善管注意義務、忠実義務に則り職務を執行する。

　　　・�社会の一員として遵守すべき事項を定めた企業倫理基準を定め、これを行動規範として職務を遂行する。

　　　・�社内における法令順守に反する問題や不正行為等の把握に努めるため、内部通報の窓口を設置する。

　　②　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　　　・�取締役の職務の執行に係る議事録、稟議決裁書類、その他の文書等の情報については、法令ならびに当社の文

書管理規程に基づき、文書または電磁的媒体により適切に保存および管理する。

　　③　損失の危険の管理に関する規定その他の体制

　　　・�経営に重大な影響を与えるリスクに対しては、危機管理規程、個人情報管理規程、その他の関連諸規程に従い

管理して損失の早期発見、未然防止あるいは拡大防止に努める。

　　④　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

　　　・�効率的な職務執行を確保するため、職務権限規程により取締役と使用人の職務の権限等を定めるほか、取締役

会および経営企画会議を毎月１回の定時または必要に応じて臨時で開催し、業務執行において共有すべき情報

の交換をおこなう。

　　⑤　当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

　　　・�当社グループは、企業理念および企業倫理基準、ならびに金融商品取引法に基づく内部統制、または情報ネッ

トワーク等をグループ全体で共有し、相互の緊密な連携を図るとともに、海外子会社を含めたグループ全体の

コンプライアンス体制を推進する。

　　　・�当社が定める関係会社管理規程に基づき、子会社の営業成績、財務状況その他の重要な情報について、定期的

な報告を受ける。

　　⑥　財務報告の信頼性を確保するための体制

　　　・�経理についての規程を適切に整備・運用し、法令および会計基準に従って適正な会計処理をおこなう。

　　　・�金融商品取引法の定めに従い健全な内部統制環境の保持に努めるとともに、有効かつ正当な評価ができるよう

内部統制システムを構築し、適正な運用に努めることにより、財務報告の信頼性と適正性を確保する。

　　⑦　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項及びその使用

人の取締役からの独立性に関する事項並びにその使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

　　　・�監査役会が監査役の職務を補助する使用人を求めた場合には、監査役会と協議の上で必要な人員を配置する。

　　　・�監査役の職務を補助する使用人を配置した場合、取締役からの独立性を確保するため、当該使用人の人事異動

等に関しては事前に監査役と協議の上で決定する。

　　　・�当該使用人は、監査役から特段の指揮命令があった場合は、これに従わなければならない。

　　⑧　当社及び子会社の取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制及び当該報告をしたことを理由として不

利な取扱いを受けないことを確保するための体制

　　　・�当社グループの、取締役および使用人は、会社の業務や財務に重大な影響を及ぼす事実またはその恐れのある

事実、あるいは重大な法令または定款違反もしくは不正行為の事実を知った場合には、遅滞なく監査役に報告

する。
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　　　・�当社グループは、上記の報告をおこなった取締役および使用人に対して、当該報告をおこなったことを理由と

する不利な取扱いを禁止する。

　　　・�内部監査室は、監査計画、実施状況、結果等について定期的あるいは随時に監査役に報告する。

　　⑨　監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務の執行について生ずる費用又

は債務の処理に係る方針に関する事項

　　　・�監査役が職務の執行において必要な費用の前払い等の請求をしたときは、その適正性や妥当性に十分留意の上

で速やかに当該費用または債務を処理する。

　　⑩　その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　　　・�監査役は、重要な意思決定の過程および業務の執行状況を把握するため、取締役会に出席し、意見を陳述する

ほか、経営企画会議その他重要な会議に出席し、意見を陳述することができる。

　　　・�監査役は、重要な会議の議事録、稟議書その他の業務執行に関する書類を閲覧および調査し、必要に応じて取

締役または使用人に対し説明を求めることができる。

　　　・�代表取締役、会計監査人、内部監査部門等は、それぞれ定期的あるいは随時に監査役と意見交換をおこなう。

　　⑪　反社会的勢力排除に向けた体制

　　　・�当社グループは企業倫理基準において、「テインに属する全ての者は、反社会的勢力と一切の関係を持たず、ま

た不当な要求に際しては毅然とした態度で臨む。」と宣言し、反社会的勢力との関係遮断に取組む。

　　　・�普段より、管轄警察署や弁護士等の外部の専門機関との緊密な連携を図り、反社会的勢力の排除に向けた社会

的責任、および自社防衛の重要性を十分に理解し、これらとの関係を断絶した業務を遂行する。

(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

　　　当社グループにおける業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、以下のとおりであります。

　　　・�取締役会を12回開催し、法令等に定められた事項や経営方針・予算の策定等経営に関する重要事実を決定し、

月次の経営成績の分析・対策・評価を検討するとともに法令・定款等への適合性および業務の適正性の観点か

ら審議しております。また取締役会議事録、稟議書等は規程に基づき適切に保管し、取締役、監査役が必要に

応じて閲覧できるようにしております。

　　　・�経営企画会議を監査役も出席して12回開催し、執行業務のうち重要事項について情報の共有化を図るとともに

組織的な意思決定をおこない、経営に重大な影響を及ぼすリスクの有無、早期発見、未然防止に努めておりま

す。また、定期的に海外子会社の現地責任者も出席し、各子会社の重要な職務執行の報告を受け、その確認を

おこなっております。

　　　・�財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性に鑑み、実施計画に基づき内部監査室がコンプライアンス体制を含む

内部統制評価を実施しております。また、決算開示資料については、取締役会に付議したのち開示をおこなう

ことにより適正性の確保を図っております。

　　　・�より一層のコンプライアンス体制の強化を目的として、前述とは別に社外役員を中心としたコンプライアンス

委員会を立ち上げ、各種の細則を整備するとともに研修なども実施しております。

6.　会社の支配に関する基本方針

　　特記すべき事項はありません。
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連結貸借対照表
（2023年３月31日現在）

(単位：千円)

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 負 債 1,014,248

買 掛 金 290,105

１年内返済予定の長期借入金 237,778

未 払 法 人 税 等 34,073

製 品 保 証 引 当 金 5,441

そ の 他 446,848

固 定 負 債 1,175,640

長 期 借 入 金 670,802

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 288,675

退 職 給 付 に 係 る 負 債 164,902

そ の 他 51,260

負 債 合 計 2,189,888

（純資産の部）

株 主 資 本 5,394,937

資 本 金 217,556

資 本 剰 余 金 215,746

利 益 剰 余 金 5,028,688

自 己 株 式 △ 67,053

その他の包括利益累計額 410,378

為 替 換 算 調 整 勘 定 410,378

純 資 産 合 計 5,805,315

流 動 資 産 3,750,586

現 金 及 び 預 金 1,512,574

売 掛 金 354,612

商 品 及 び 製 品 1,225,725

仕 掛 品 208,907

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 297,632

そ の 他 151,133

固 定 資 産 4,244,617

有 形 固 定 資 産 3,715,567

建物及び構築物（純額) 876,249

機械装置及び運搬具（純額) 1,522,795

土 地 1,070,533

建 設 仮 勘 定 88,767

そ の 他 157,222

無 形 固 定 資 産 47,153

投 資 そ の 他 の 資 産 481,896

繰 延 税 金 資 産 96,317

そ の 他 385,578

資 産 合 計 7,995,204 負 債 純 資 産 合 計 7,995,204
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連結損益計算書
（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

(単位：千円)

科　　　　　　　目 金　　　　　額

売 上 高 5,243,219

売 上 原 価 3,124,132

売 上 総 利 益 2,119,087

販売費及び一般管理費 1,511,925

営 業 利 益 607,161

営 業 外 収 益

助 成 金 収 入 57,511

物 品 売 却 益 12,189

そ の 他 37,053 106,754

営 業 外 費 用

支 払 利 息 17,140

為 替 差 損 32,472

減 価 償 却 費 1,284

そ の 他 2,236 53,134

経 常 利 益 660,781

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 3,627

そ の 他 35 3,663

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 1,437 1,437

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 663,006

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 123,739

法 人 税 等 還 付 税 額 △�42,452

法 人 税 等 調 整 額 19,837 101,124

当 期 純 利 益 561,882

親会社株主に帰属する当期純利益 561,882
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連結株主資本等変動計算書
（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

(単位：千円)

株　　　主　　　資　　　本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

当 期 首 残 高 217,556 215,746 4,653,771 △�67,053 5,020,020

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △�186,965 △�186,965

親会社株主に帰属する当期純利益 561,882 561,882

株主資本以外の項目の当期変動額（純額)

当 期 変 動 額 合 計 �―� �―� 374,916 �―� 374,916

当 期 末 残 高 217,556 215,746 5,028,688 △�67,053 5,394,937

その他の包括利益累計額
純資産合計

為替換算調整勘定
そ の 他 の 包 括
利益累計額合計

当 期 首 残 高 292,672 292,672 5,312,693

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △�186,965

親会社株主に帰属する当期純利益 561,882

株主資本以外の項目の当期変動額（純額) 117,705 117,705 117,705

当 期 変 動 額 合 計 117,705 117,705 492,622

当 期 末 残 高 410,378 410,378 5,805,315
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連結注記表

連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
　1.　連結の範囲に関する事項
　　　連結子会社の状況
　　　　子会社は全て連結しております。
　　　　連結子会社の数　5社
　　　　連結子会社の名称
　　　　　TEIN�U.S.A.,INC.
　　　　　TEIN�UK�LIMITED
　　　　　天御遠東国際貿易（北京）有限公司
　　　　　天御減振器制造（江蘇）有限公司
　　　　　宿遷天野貿易有限公司
　2.　持分法の適用に関する事項
　　　持分法適用関連会社の数　2社
　　　持分法適用関連会社の名称
　　　　TEIN�Sales�(Thailand)Co.,Ltd.
　　　　宿迁永裕机械有限公司
　　　当連結会計年度において、「宿迁永裕机械有限公司」へ出資をおこない、持分法適用の範囲に含めております。
　3.　連結子会社の事業年度等に関する事項
　　�　連結子会社のうち、以下の会社の決算日は12月31日であります。
　　　　天御遠東国際貿易（北京）有限公司
　　　　天御減振器制造（江蘇）有限公司
　　　　宿遷天野貿易有限公司
　　�　連結計算書類の作成にあたって、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく計算書類を使用しております。
　　�　なお、その他の連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。
　4.　会計方針に関する事項
　　(1)�重要な資産の評価基準および評価方法
　　　　棚卸資産
　　　　�主として月次総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）
　　(2)�重要な減価償却資産の減価償却の方法
　　　①　有形固定資産
　　　　�　主として定率法（ただし、建物(建物附属設備は除く)ならびに2016年４月１日以降取得の建物附属設備および構築物につい

ては定額法）
　　　②　無形固定資産
　　　　　定額法
　　　　�　なお、自社利用のソフトウェアについては社内における見込利用可能期間（５年）に基づく定額法
　　(3)�重要な引当金の計上基準
　　　役員退職慰労引当金
　　　�　役員の退任に伴う退職慰労金の支給に備えるため、当社の内規に基づく期末要支給額を計上しております。
　　　製品保証引当金
　　　�　販売済みの製品の無償修理費用に備えるため、当社の過去の実績に基づき必要額を計上しております。
　　(4)�退職給付に係る会計処理の方法
　　　�　退職給付に係る負債および退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた

簡便法を適用しております。
　　(5)��重要な外貨建の資産または負債の本邦通貨への換算基準
　　　�　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。なお、在

外子会社等の資産および負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益および費用は期中平均相場により円貨に
換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて計上しております。

　　(6)�重要なヘッジ会計の方法
　　　①　ヘッジ会計の方法
　　　　�　金利スワップについては、特例処理の要件を満たす場合は、特例処理を採用しております。
　　　②　ヘッジ手段とヘッジ対象
　　　　　ヘッジ手段：金利スワップ
　　　　　ヘッジ対象：借入金の支払金利
　　　③　ヘッジ方針
　　　　�　借入金の金利変動リスクを回避する目的で金利スワップ取引をおこなっております。
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　　　④　ヘッジ有効性評価方法
　　　　�　特例処理の要件を満たす金利スワップについては、決算日における有効性の評価を省略しております。
　　(7)�収益および費用の計上基準
　　　�　当社グループは、自動車用サスペンション製品の開発、製造、販売を主な内容とした事業を展開しております。
　　　�　このような業務またはサービスの提供を一体の履行義務と識別しております。
　　　�　これらの履行義務については、自動車用サスペンション製品の販売においては顧客との契約に基づき、顧客が製品の支配を獲

得した時点（主として当該製品の引渡時点）で履行義務が充足され、一時点で収益を認識しており、主として1か月以内に対価
を受領しています。

　　　�　なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品または製品の国内の販売にお
いて、出荷時から、当該商品または製品の支配が顧客への移転される時までの期間が通常の期間である場合は、出荷時点で収益
を認識しております。

会計方針の変更に関する注記
　（時価の算定に関する会計基準等の適用指針の適用）
　　�　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号2021年６月17日。以下「時価算定会計基準適用指針」

という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定
会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしております。なお、連結計算書類に与える影響はあ
りません。

会計上の見積りに関する注記
　棚卸資産の評価
　　(1)�当連結会計年度に計上した金額� (単位:千円)

商品及び製品 1,225,725

　　(2)��識別した項目に係る重要な会計上の見積の内容に関する情報
　　　①　算出方法
　　　　�　当社グループは、棚卸資産の評価に関する会計基準に従い、収益性の低下により正味売却価額が帳簿価額を下回っている棚

卸資産の帳簿価額を、正味売却価額まで切り下げる会計処理を適用しております。
　　　②　金額の算出に用いた主要な仮定
　　　　�　「棚卸資産」のうち、長期滞留品における正味売却単価は、長期間経過後の販売による回収金額を把握することが困難なこ

とから、過去の販売実績から原価に一定の掛率を乗じた金額が回収できるものと仮定しております。

表示方法の変更に関する注記
　（連結損益計算書）
　　�　前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めて表示しておりました「物品売却益」は、金額的重要性が増した

ため、当連結会計年度より区分掲記しております。
　　�　なお、前連結会計年度の「物品売却益」は6,295千円であります。
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連結貸借対照表に関する注記
　1.　担保に供している資産および担保に係る債務
　　(1)�担保資産の内容およびその金額

建物 367,744千円
土地 1,070,533千円

　　(2)�担保に係る債務の金額
１年内返済予定の長期借入金 97,476千円
長期借入金 368,156千円

　2.　有形固定資産の減価償却累計額 2,910,511千円
　3.　保証債務
　　　次の個人について、納税保証をおこなっております。

当社専務取締役　藤本吉郎 45,246千円

連結株主資本等変動計算書に関する注記
　1.　当連結会計年度の末日における発行済株式の数

普通株式 5,400,000株
　2.　当連結会計年度中におこなった剰余金の配当に関する事項

(1)�当連結会計年度中におこなった剰余金の配当に関する事項

決　　　議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

2022年６月24日定時株主総会 普通株式 利益剰余金 186,965 36.00 2022年３月31日 2022年６月27日

（注）１株当たり配当額には、特別配当31円が含まれております。

　　(2)��基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決　　　議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

2023年６月29日定時株主総会 普通株式 利益剰余金 166,191 32.00 2023年３月31日 2023年６月30日

（注）１株当たり配当額には、特別配当27円が含まれております。

　3.　自己株式による事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 206,506 0 0 206,506

金融商品に関する注記
　1.　金融商品の状況に関する事項
　　①　金融商品に対する取り組み方針
　　　�　当社グループは、業績計画や設備投資計画等に必要な資金を確保しており、一時的な余資は安全性の高い金融資産で運用して

おります。デリバティブはリスクを回避するために利用し投機的な取引はおこなわない方針であります。
　　②　�金融商品の内容およびそのリスクならびにその管理体制
　　　�　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関しては、当社グループの債権管理規程に従

い、取引先ごとに期日管理および残高管理をおこなうとともに、取引先の信用状況を随時把握する体制としております。
　　　�　営業債務である買掛金は、１年以内の支払期日であります。また、その一部には、原材料等の輸入に伴う外貨建てのものがあ

り、為替の変動リスクに晒されておりますが、恒常的に同じ外貨建ての売掛金残高の範囲内であります。
　　　�　借入金は、主に設備投資に必要な資金の調達を目的としたものであり、このうち一部は、変動金利であるため金利の変動リス

クに晒されております。
　　　�　デリバティブ取引は、借入金に係る支払金利の変動リスクに対するヘッジ取引を目的とした金利スワップ取引であります。
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　2.　金融商品の時価等に関する事項
　　�　連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のとおりであります。

連結貸借対照表計上額 時　　価 差　　額

長期借入金�※1 908,580千円 907,632千円 △947千円

※１　1年内返済予定の長期借入金も含めております。
（注）�金融商品の時価の算定方法ならびに有価証券およびデリバティブ取引に関する事項

現金及び預金、売掛金、買掛金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、注記を省略しております。

長期借入金
元利金の合計額を、同様の新規借り入れをおこなった場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。
一部の変動金利による長期借入金は金利スワップの特例処理の対象とされており、当該金利スワップと一体として処理された
元利金の合計額を、同様の借入れをおこなった場合に適用される合理的に見積られる利率で割り引いて算定する方法によって
おります。

　3.　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　　�　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性および重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類しておりま

す。
　　�　レベル１の時価：同一の資産または負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
　　�　レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接または間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価
　　�　レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
　　�　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのう

ち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
　　(1)��時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産および金融負債
　　　当連結会計年度（2023年３月31日）
　　　　該当事項はありません。
　　(2)��時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産および金融負債
　　　当連結会計年度（2023年３月31日）

区　分
時価(千円)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

該当事項はありません。 ― ― ― ―

資産計 ― ― ― ―

長期借入金
（�１年以内に返済予定の長期借入金を含む）

― 907,632 ― 907,632

負債計 ― 907,632 ― 907,632

（注）時価の算定に用いた評価技法およびインプットの説明
　長期借入金
　　�　借入契約毎に分類した当該長期借入金の元利金を同様の借入において想定される利率で割り引いた現在価値により算定してお

り、レベル２の時価に分類しております。

１株当たり情報に関する注記
1.　１株当たり純資産額 1,117円80銭
2.　１株当たり当期純利益 108円18銭

重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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収益認識に関する注記

　1.　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)

自動車用サスペンションの製造・販売事業（注）

日本 1,989,858

米国 1,128,109

中国 897,352

アジア・オセアニア 894,057

その他 333,842

顧客との契約から生じる

収益
5,243,219

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 5,243,219

（注）�当社グループは、自動車用サスペンションの製造・販売事業の単一セグメントであります。

　2.　�当該連結会計年度および翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
　　(1)��顧客との契約から生じた債権、契約資産および契約負債の期首残高および期末残高
　　　　�　顧客との契約から生じた債権、契約資産および契約負債に関する情報は以下のとおりであります。連結貸借対照表において、

顧客との契約から生じた債権は「売掛金」であり契約資産はありません。また、契約負債は、流動負債の「その他」に含まれ
ております。

(単位：千円)

期末残高
(2023年３月31日)

顧客との契約から生じた債権 354,612

契約負債 38,457

　　(2)��履行債務の充足の時期と支払時期の関係ならびに契約資産および契約負債の残高に与える影響
　　　　�　契約資産はありません。履行債務の充足される自動車サスペンション製品に関する対価は、顧客が当該製品を引き渡した時

点から概ね１か月以内に受領しております。
　　　　�　契約負債は主に、顧客から受け取った自動車サスペンションの前受対価に関連するものです。なお、契約負債は、当該製品

の引渡時に履行債務が充足し、売上高へ短期間で振替がなされます。
　　(3)��残存履行義務に配分した取引価格
　　　　�　当社グループにおいては、個別の予想契約期間が１年を超える取引はありません。なお、個別の契約期間が１年以内と見込

まれる取引は実務上の便法を使用し、記載を省略しております。また顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれ
ていない重要な金額はありません。

その他の注記
　該当事項はありません。
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貸　借　対　照　表
（2023年３月31日現在）

(単位：千円)

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 負 債 595,967

買 掛 金 258,192

１年内返済予定の長期借入金 97,476

未 払 金 79,860

未 払 費 用 119,713

前 受 金 26,339

預 り 金 8,943

製 品 保 証 引 当 金 5,441

固 定 負 債 870,673

長 期 借 入 金 368,156

退 職 給 付 引 当 金 164,741

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 288,675

長 期 預 り 保 証 金 49,100

負 債 合 計 1,466,640

（純資産の部）

株 主 資 本 4,178,166

資 本 金 217,556

資 本 剰 余 金 215,746

資 本 準 備 金 215,746

利 益 剰 余 金 3,811,917

利 益 準 備 金 33,884

そ の 他 利 益 剰 余 金 3,778,032

別 途 積 立 金 2,400,000

繰 越 利 益 剰 余 金 1,378,032

自 己 株 式 △ 67,053

純 資 産 合 計 4,178,166

流 動 資 産 2,048,629

現 金 及 び 預 金 795,032

売 掛 金 370,398

商 品 及 び 製 品 548,551

仕 掛 品 33,461

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 119,665

前 払 費 用 6,270

そ の 他 175,250

固 定 資 産 3,596,177

有 形 固 定 資 産 1,525,794

建 物 367,744

構 築 物 5,739

機 械 及 び 装 置 61,408

車 両 及 び 運 搬 具 9,863

工 具、 器 具 及 び 備 品 8,181

土 地 1,070,533

建 設 仮 勘 定 2,323

無 形 固 定 資 産 13,923

ソ フ ト ウ ェ ア 12,322

そ の 他 1,601

投 資 そ の 他 の 資 産 2,056,459

関 係 会 社 株 式 193,586

関 係 会 社 出 資 金 1,102,393

関 係 会 社 長 期 貸 付 金 460,893

長 期 前 払 費 用 310

繰 延 税 金 資 産 23,642

そ の 他 275,633

資 産 合 計 5,644,806 負 債 純 資 産 合 計 5,644,806
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損　益　計　算　書
（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

(単位：千円)

科　　　　　目 金　　　　　額

売 上 高 2,861,905

売 上 原 価 1,704,077

売 上 総 利 益 1,157,827

販売費及び一般管理費 976,484

営 業 利 益 181,343

営 業 外 収 益

受 取 利 息 26,732

受 取 配 当 金 88,423

為 替 差 益 26,380

そ の 他 37,652 179,189

営 業 外 費 用

支 払 利 息 2,802

減 価 償 却 費 1,284

そ の 他 2,015 6,101

経 常 利 益 354,430

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 1,420 1,420

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 0 0

税 引 前 当 期 純 利 益 355,851

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 33,314

法 人 税 等 還 付 税 額 △�9,074

法 人 税 等 調 整 額 7,084 31,324

当 期 純 利 益 324,526
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株主資本等変動計算書
（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

(単位：千円)

株　　　主　　　資　　　本

資 本 金

資本剰余金 利　　益　　剰　　余　　金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益
剰余金

当 期 首 残 高 217,556 215,746 215,746 33,884 2,400,000 1,240,472 3,674,356

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △�186,965 △�186,965

当 期 純 利 益 324,526 324,526

当 期 変 動 額 合 計 �―� �―� �―� �―� �―� 137,560 137,560

当 期 末 残 高 217,556 215,746 215,746 33,884 2,400,000 1,378,032 3,811,917

株　主　資　本

純資産合計
自己株式

株主資本
合計

当 期 首 残 高 △�67,053 4,040,605 4,040,605

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △�186,965 △�186,965

当 期 純 利 益 324,526 324,526

当 期 変 動 額 合 計 �―� 137,560 137,560

当 期 末 残 高 △�67,053 4,178,166 4,178,166
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個別注記表

重要な会計方針に係る事項

　1.　資産の評価基準および評価方法

　　(1)�有価証券の評価基準および評価方法

子会社株式および関連会社株式…移動平均法による原価法

　　(2)�棚卸資産の評価基準および評価方法

　　　　主として月次総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

　2.　固定資産の減価償却の方法

有形固定資産…………………………定率法（ただし、建物(建物附属設備は除く)ならびに2016年４月１日以降取得の建物附属設

備および構築物については定額法）

無形固定資産…………………………定額法

なお、自社利用のソフトウェアについては社内における見込利用可能期間（５年）に基づく

定額法

長期前払費用…………………………定額法

　3.　引当金の計上基準

退職給付引当金………………………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務（自己都合要支給額）

に基づき計上しております。

役員退職慰労引当金…………………役員の退任に伴う退職慰労金の支給に備えるため、当社の内規に基づく期末要支給額を計上

しております。

製品保証引当金………………………販売済みの製品の無償修理費用に備えるため、当社の過去の実績に基づき必要額を計上して

おります。

　4.　重要なヘッジ会計の方法

　　①　ヘッジ会計の方法

� 　金利スワップについては、特例処理の要件を満たす場合は、特例処理を採用しております。

　　②　ヘッジ手段とヘッジ対象

　　　　ヘッジ手段：金利スワップ

　　　　ヘッジ対象：借入金の支払金利

　　③　ヘッジ方針

　　　　借入金の金利変動リスクを回避する目的で金利スワップ取引をおこなっております。

　　④　ヘッジ有効性評価方法

� 　特例処理の要件を満たす金利スワップについては、決算日における有効性の評価を省略しております。

　5.　外貨建の資産および負債の本邦通貨への換算基準

� 　外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。

　6.　収益および費用の計上基準

� 　当社は、自動車用サスペンション製品の開発、製造、販売を主な内容とした事業を展開しております。

� 　このような業務またはサービスの提供を一体の履行義務と識別しております。

� 　これらの履行義務については、自動車用サスペンション製品の販売においては顧客との契約に基づき、顧客が製品の支配を獲得

した時点（主として当該製品の引渡時点）で履行義務が充足され、一時点で収益を認識しており、主として１か月以内に対価を受

領しています。

� 　なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品または製品の国内の販売において、

出荷時から、当該商品または製品の支配が顧客への移転される時までの期間が通常の期間である場合は、出荷時点で収益を認識し

ております。
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会計方針の変更に関する注記
（時価の算定に関する会計基準等の適用指針の適用）

　　�　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号2021年６月17日。以下「時価算定会計基準適用指針」
という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計
基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしております。なお、計算書類に与える影響はありません。

会計上の見積りに関する注記
　棚卸資産の評価

(1)�当事業年度に計上した金額� (単位:千円)

商品及び製品 548,551

(2)�識別した項目に係る重要な会計上の見積の内容に関する情報
� �(1)の金額の算出方法は、連結注記表の連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等「（会計上の見積りに

関する注記）棚卸資産の評価」の内容と同一であります。

貸借対照表に関する注記
　1.　担保に供している資産および担保に係る債務
　　(1)�担保資産の内容およびその金額

建物� 367,744千円
土地� 1,070,533千円

　　(2)�担保に係る債務の金額
１年内返済予定の長期借入金� 97,476千円
長期借入金� 368,156千円

　2.　有形固定資産の減価償却累計額� 1,682,023千円
　3.　保証債務

(1)�次の子会社の金融機関の借入について、債務保証をおこなっております。

　�天御減振器制造（江蘇）有限公司 442,948千円

(2)次の個人について、納税保証をおこなっております。　

　�当社専務取締役　藤本吉郎 45,246千円

　4.　関係会社に対する金銭債権または金銭債務

短期金銭債権 265,843千円

短期金銭債務 198,097千円

長期金銭債権 460,893千円

損益計算書に関する注記

　関係会社との取引高

売上高 1,278,255千円

営業費用 1,900,762千円

営業取引以外の取引高 128,195千円
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株主資本等変動計算書に関する注記

　1.　当事業年度の末日における自己株式の数

普通株式� 206,506株

　2.　当事業年度の末日における自己株式の数

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 206,506 0 0 206,506

税効果会計に関する注記

　繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

未払賞与 18,996千円

役員退職慰労引当金 86,602千円

退職給付引当金 49,422千円

その他 5,901千円

繰延税金資産小計 160,922千円

評価性引当額 △136,025千円

繰延税金資産合計 24,897千円

繰延税金負債

未払事業税還付 1,255千円

繰延税金負債合計 1,255千円

繰延税金資産の純額 23,642千円
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関連当事者との取引に関する注記

　子会社

(単位：千円)

属�性 会社等の名称
議決権等の所有 
（被所有）割合

関連当事者との関係 取引内容 取引金額 科�目 期末残高

子会社 TEIN�U.S.A.,INC.
所有

直接�100％

当社製品の販売
役員の兼任
商標使用許諾契約の締結

当社製品の販売 680,024 売掛金 56,375

受取ロイヤリティー 11,112
流動資産
その他

11,126

受取配当金 88,423 ― ―

子会社 TEIN�UK�INC.
所有

直接�100％

当社製品の販売
役員の兼任
商標使用許諾契約の締結

当社製品の販売 222,035 売掛金 52,120

受取ロイヤリティー 3,324
流動資産
その他

3,388

子会社 天御減振器制造（江蘇）有限公司
所有

直接�100％

債務保証
資金の貸付
技術使用契約の締結
役員の兼任

受取利息 26,605
流動資産
その他

21,533

受取ロイヤリティー 93,959
関係会社
長期貸付金

460,893

金融機関借入に対する債務保証(注3) 442,948 ― ―

子会社 宿遷天野貿易有限公司
所有

間接�100％

当社製品の販売
当社製品・部品の仕入
役員の兼任

当社製品の販売 31,132 売掛金 8,200

当社製品・部品の仕入 1,844,761 買掛金 180,633

取引条件および取引条件の決定方針等

(注１)　価格その他の取引条件は、市場価格などを勘案して決定しております。

(注２)　資金の貸付については、貸付利率は市場金利を勘案して決定しております。

　　　　なお担保は受け入れておりません。

（注３)　天御減振器制造（江蘇）有限公司の金融機関からの借入に対し、債務保証をおこなっております。

　　　　なお保証料は受け入れておりません。

　個人

(単位：千円)

属�性 氏�名
議決権等の所有 
（被所有）割合

関連当事者との関係 取引内容 取引金額 科�目 期末残高

役員 藤本�吉郎
被所有　　　　　　　

直接�10.03%
当社専務取締役 債務保証(注１) 45,246 ― ―

(注１)　�当社海外事業推進のため海外居住する藤本吉郎の保有する有価証券の出国税猶予の納税保証をおこなったものです。なお保証

料は受け入れておりません。

収益認識に関する注記

　連結注記表と同一であります。

１株当たり情報に関する注記

1.　１株当たり純資産額 804円50銭
2.　１株当たり当期純利益 62円48銭
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2023年５月19日

株式会社テイン

　取締役会�御中

アスカ監査法人
東京事務所

指 定 社 員 
業務執行社員 公認会計士 石　渡　裕一朗

指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 若　尾　典　邦

監査意見

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社テインの2022年４月１日から2023年３月31日まで

の連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連

結注記表について監査を行った。

　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、

株式会社テイン及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての

重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準に

おける当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が

国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他

の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断

している。

その他の記載内容

　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示す

ることにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取

締役の職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその

他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の

記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、

また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
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　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を

報告することが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに

ある。

連結計算書類の監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚

偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意

見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結

計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門

家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・�　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査

手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分

かつ適切な監査証拠を入手する。

・�　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リ

スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・�　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理

性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・�　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠

に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められる

かどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計

算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場

合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日

までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる

可能性がある。
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・�　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いるかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が

基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・�　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証

拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部

統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を

行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するために

セーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2023年５月19日

株式会社テイン

　取締役会�御中

アスカ監査法人
東京事務所

指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 石　渡　裕一朗

指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 若　尾　典　邦

監査意見

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社テインの2022年４月１日から2023年３月31

日までの第40期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表

並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。

　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、

当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準に

おける当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国

における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を

果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容

　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示す

ることにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取

締役の職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他

の記載内容に対して意見を表明するものではない。

　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記

載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、ま

た、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
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　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を

報告することが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるか

どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに

ある。

計算書類等の監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽

表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を

表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類

等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門

家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・�　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査

手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分

かつ適切な監査証拠を入手する。

・�　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リス

ク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・�　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理

性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・�　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に

基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるか

どうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類

等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、
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 計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入

手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性が

ある。

・�　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

るかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎と

なる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部

統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を

行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するために

セーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監　査　報　告　書

　当監査役会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第40期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査

役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の一致した意見として本監査報告書を作成し、以下のと

おり報告いたします。

1.　監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

　(1)�監査役会は、監査の方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほ

か、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

　(2)�各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、監査計画等に従い、取締役、内部監

査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法

で監査を実施しました。

　　①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必

要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社

については、子会社の取締役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受け

ました。

　　②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他

株式会社及びその子会社からなる企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第

100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されてい

る体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について報告を受け、

必要に応じて説明を求め、検証いたしました。

　　③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計

監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から

「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監

査に関する品質管理基準」（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要

に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、

株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算

書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

監査役会の監査報告

090_0427801102306.indd   39090_0427801102306.indd   39 2023/05/26   6:14:392023/05/26   6:14:39

― 39 ―

010_0427801102306.indd   39010_0427801102306.indd   39 2023/05/26   6:17:062023/05/26   6:17:06



2.　監査の結果

　(1)�事業報告等の監査結果

　　①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。

　　②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。

　　③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関

する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

　(2)�計算書類及びその附属明細書の監査結果

　　�　会計監査人アスカ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　(3)�連結計算書類の監査結果

　　�　会計監査人アスカ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　　　2023年５月23日

株式会社テイン監査役会

常勤監査役 土　屋　雄　二 ㊞
監　査　役 佐　藤　臣　夫 ㊞
監　査　役 黒　木　一　郎 ㊞
監　査　役 國　澤　絵　里 ㊞

注)�常勤監査役土屋雄二、監査役佐藤臣夫、監査役黒木一郎及び監査役國澤絵里は、会社法第２条第16号及び第335条

第３項に定める社外監査役であります。

　以　上
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株主メモ

各 種 手 続 の 

お 申 出 先

未払い配当金のお支払い

・株主名簿管理人にお申出ください。

住所変更、単元未満株式の買取、配当金受取

方法の指定等

・�証券会社をご利用の株主様は、お取引の証

券会社へお申出ください。

・�証券会社をご利用でない株主様は、特別口

座の口座管理機関である日本証券代行へ 

お申出ください。

特別口座でのお手続用紙のご請求はイン
ターネットでもお受付けいたしております。
ホームページアドレス　
https://www.jsa-hp.co.jp/name/index.html
（一部の用紙は、お手持ちのプリンター
で印刷できます。）

単 元 株 式 数 100株

株式取扱手数料 単元未満株式買取手数料

株式の売買の委託に係る手数料相当額として

別途定める金額

公 告 の 方 法 電子公告

下記ホームページに掲載いたします。

https://www.tein.co.jp/ir.html

ただし、事故その他やむを得ない事由によって 

電子公告による公告をすることができない場合は、

日本経済新聞に掲載いたします。

事 業 年 度 ４月１日から翌年３月31日まで

定 時 株 主 総 会 ６月に開催します。

基 準 日

定時株主総会の議決権 ３月31日

期 末 配 当 金 ３月31日

中 間 配 当 金 ９月30日

（中間配当金の支払いをおこなう場合）

株主名簿管理人 東京都中央区日本橋茅場町一丁目２番４号

日本証券代行株式会社

同事務取扱場所 東京都中央区日本橋茅場町一丁目２番４号

日本証券代行株式会社　本店

郵便物送付先（お 問 合 せ 先） 〒168-8620　東京都杉並区和泉二丁目８番４号

日本証券代行株式会社　代理人部

（ご照会） 0120-707-843

メールサービスについてのご案内

投資家の皆様の利便性向上を図るため、「情報開示サー

ビス」をおこなっております。

ご利用方法は、下記当社ホームページでご確認ください。

https://www.tein.co.jp/investors/irtekiji_touroku.html
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株主総会会場ご案内

神奈川県横浜市中区寿町１丁目４番地

神奈川県立かながわ労働プラザ　４階　第５・６会議室

交通　JR根岸線・石川町駅北口から徒歩３分です。

会場周辺道路および駐車場の混雑が予想されますので、

お車でのご来場はご遠慮くださいますようお願い申し上

げます。

横浜
スタジアム

横浜
スタジアム

至磯子至磯子至本牧至本牧

家庭
裁判所
家庭
裁判所

川本工業

首都高速入口 至浦舟町

至高島町至高島町

(

北
口)

(

南
口)

石
川
町
駅

関
内
駅横

浜
市
役
所

横
浜
市
役
所

至大棧橋至大棧橋

至県庁至県庁

横浜
公園

至横浜

バス停
吉浜橋

バス停
扇町

かながわ
労働プラザ
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